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開 催 日 ：2022 年 8 月 28 日（日）13：30～14：00 
会 場 ：新型コロナウイルス感染の影響を勘案し、リモート開催 

開会のご挨拶 
 会員の皆さま スタッフの皆さま お変わりなくお健やかにお過ごしの事とお喜び申し上げます。 
一昨年来の新型コロナウイルスの再々大感染が全国各地へ広がる中、私たちのこあじろの森くらぶの 
第 7 回総会を迎える事となりました。参加者が一同に会することもなくリモート開催とはいえ、これ

も会員スタッフ皆さま方のご協力ご支援のお蔭と感謝しております。 
昨年度の活動の中から幾つか主だったものを選んでみますと、2021 年 12 月 4 日（土）第 28 回交

流会では、こあじろの森を歩いた後に、三戸の光照寺のご住職からお話を聞く会がありました。後に

「光照寺のご住職のお話を聴く会」という小冊子を発刊して皆さまへお配りしました。 
次いで 2022 年 4 月 2 日（土）スタッフ研修としては、横須賀市光の丘水辺公園へニリンソウを見

に出かけました。私は、北アルプスの上高地で大群落を見ておりますが、このような平地で見られる

のは実に珍しいものでした。 
通信 No.32 号では、こあじろの森中で撮影された、ノウサギの写真が紹介されております。昔、こ

あじろの森へ入るのには、藪やヌカルミが多く長靴を履かないと森中は歩けません。この時代、森は

まだ狩猟が出来ましてイヌを連れたハンターを見ております。そして空の薬莢を幾つか拾っていま

す。遊歩道等開発が進んた゛森の新時代に、絶滅したと思われた森中にはまだノウサギが健在とは実

に驚きでした。 
会員のみなさま、スタッフのみなさま、ご協力ご支援によりまして、今年も総会を迎えることがで

きました。ご多用中のところ、ご参加頂きまして本当にありがとうございます。どうぞ、こあじろの

森くらぶの行事へ参加して、くらぶ活動をご一緒に楽しまれることをお誘い致します。 
祖父川精治（代読 松原あかね） 

 
総会概要 
令和 4 年（2022）8 月 28 日（日） 

「こあじろの森くらぶ」 第 7 回の総会が開催されました。出席者 10 名に、委任状 38 件を加えて、

総会の資格確認がされ、議事に入りました。 
コロナウイルスの影響による制限は解除されたものの、直前に変更される惧れがあったため、リモ

ート開催といたしました。議長に加藤利彦氏が選出され、熟練の進行のもと議事は速やかに審議さ

れ、第 1 号から第 6 号まで全ての議案が全員一致で承認されました。 
お忙しい中、委任状の提出にご協力くださった皆さま、ご参加くださった皆さまに深く御礼申し上

げます。 
橋みちよ 

  

第 7 回 こあじろの森くらぶ総会

https://mail.google.com/mail/u/0?ui=2&ik=bfef914ac7&attid=0.1&permmsgid=msg-a:r-5986148831662955471&view=att&disp=safe&realattid=f_kr9tc7hb0
https://mail.google.com/mail/u/0?ui=2&ik=bfef914ac7&attid=0.1&permmsgid=msg-a:r-5986148831662955471&view=att&disp=safe&realattid=f_kr9tc7hb0
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閉会のご挨拶 
こあじろの森くらぶオンライン総会も違和感なく終了できました。いつまで続くぬかるみぞの思いで

辛抱しながらのみなさまのご協力ありがとうございます。仲間の頭の中には総会で行いたいいろいろ

なイベントがあったはずですが、それら諸々の思いはコロナ禍が収束した後の楽しみとして積み重ね

ておきましょう。 
一方では報告にもありましたように終了年度の活動はなかなか活発で、各種報告の出版などが充実し

ていて目を見張りました。小網代の森やその周辺の歴史上の事実を知ろうと変形菌がどん欲に徘徊し

て栄養を吸収し最後に子実体を作り上げるがごときイメージがぴったりではないですか。思えば森の

仲間のつながりは変形菌が憑依したのではないかとすなおに納得してしまえるところが恐ろしくも面

白いところです。 
新年度はどのような活動を見せることができますか、いろいろな制限をものともせずに行動するとこ

ろは最強の生き物をほうふつとさせます。ウイルスも顔負けの新たな活動に期待して閉会の挨拶と致

します。 
高橋伸和（代読 橋みちよ） 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

会員の皆様からコメントをいただきました 

小網代の森の道路の階段は手すりをつけてください。

3 段 4 段でも老人には危険です。お願いします。2 ヶ

所程です。 （M.S） 

いつも興味深い企画をなされていますね。なかなか日

程があわず参加できず、残念です。こあじろの森通信

を楽しみに読んでおります。 （M.K） 

役員の皆様ご苦労様です。今年 6/23 の株主総会をも

って三浦地域資源ユーズ株式会社の役員を退任し、完

全年金生活に入りましたが、三崎下町環境美化の会と

よろず相談ボランティアに相変わらず多忙な日々を

送っています。 （S.Y） 

暑い日が続いています。ご自愛ください。 

２部の紙芝居見たいです。 （S.T） 

いつも通信をたのしく見てます。 【S】 
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ほとんど小網代に行く機会もつくれておりませんが、

「くらぶ通信」、毎回楽しく拝見しております。（K.I） 

通信を読ませていただき、来年こそは、小網代のホタ

ルを見に行くぞ！ と思いました。その前に初秋の交

流会もありますね。コロナ、早くおさまりますように

… （K.S） 

こあじろの森を守って下さって、心から感謝申し上げ

ます。夫を見送りまして、力が抜けたのでしょうか、

コロナでしょうか。外出が面倒になってしまいまし

た。こあじろ通信は、とても楽しみにしています。 
 （T.T） 

通信いつもありがとうございます。久しぶりにいった

今年の 4/29 の小網代。息子がとても気にいったよう

で、秋の散策も参加したいと思ってます。 （K.K） 
とても真面目な会なのですね。皆様の一生懸命な様

子に深く感謝して居ります。来年も宜しくお願い致

します。 （A.E） お便りありがとうございました。今後共、よろしくお

願い申し上げます。皆様の御健康をお祈りいたしま

す。 （R.R） 

いつもお世話になっております。 
今後よろしくお願い申し上げます。 （M.M） 

毎度の欠席で申し訳ありません。酷暑の折、皆様の御

健勝をお祈り申し上げます。 （Y.O） 

くらぶ通信でいつも素敵なレポートを読ませて頂き

有難うございます。気持ちだけ参加しています。  

 （K.E） 

いつもありがとうございます。 
これからもよろしくお願いします。 （S.B） 

 交流会、遠足など、なかなか参加できなくて、とて

も残念です。こあじろの森通信を楽しみにしていま

す。 （N.O） 
森へなかなか出かけることができない日々ですがま

た、訪れる日を楽しみにしています。 （K.O） 

楽しく参加させて頂きありがとうございます。縁の

会、毎年楽しみにしています。 （M.S） 

小網代に暮らす人々の記憶証言、土地にまつわる史

実、ふたつの冊子刊行は、ご苦労さまでした。そして

ありがとうございました。 （K.S） 

はじめて、谷へおりた時、足首まで土に埋まった記

憶、忘れません（20 年以上前）そのまま自転車で汐

入までもどったこと。 （K.M） 

通信を有難うございます。写真、文を読んで現地に

行った気分になります。酷暑見舞い申し上げます。

 （N.O） 

いつも内容豊かな会報をありがとうございます。早

くコロナがおさまり、いろいろと活動できる様、祈

っています。 （A.S） 

ホタルの交流会、楽しそうでしたね！ 私が若かった

ら（81 歳です）行ってみたかったです。 （K.N） 

Thanks so much for your years of hard work and  
didication on behalf of the crabs and all of nature. 
 (C.B) 

当日は仕事（高校入試模試の実施）のためオンライ

ンでの参加もできません。 （T.K） 

交流会へは 20 年以上前、娘と 2 人で参加したのみ。

こあじろへと足を運んだのも数回、となさけない会

員ですが、今後もよろしくお願いいたします。 
 （S.O） 

よろしくお願いします （Y.F） 

Q1. 議案 2 号の諸手当とは誰に何のための手当をする費用なのですか？ 
回答：講師謝礼、会場使用の謝礼 等 

Q2. 同上広報費とはわがくらぶをどこへどう PR する費用なのですか？ 
回答：主に会員と地域の方を対象に印刷物、映像素材等による PR 

Q3. A4 大の紙を折る場合 3 つ折り（くらぶ通信 No.32 のように）ですが、議案書は 4 つ折りでした。今後 3 つ

折りにして下さい。3 つ折りでも封筒に入ると思いますので 
回答：実際に作業される方の判断にお任せしていますので、ご希望に添いかねる場合もございます。

あしからず、ご了承ください。 

ご質問をいただきましたので、スタッフから回答させていただきました 

通信 No.32 の「ホタルを見に行こう 2022」行かなか

ったので、ただ いいなぁ～ 
マスクをはずしてのんびりワイワイ小網代の森を歩

きたいです。 （A.K） 
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ちょっとだけオフライン公開 

第 7 回総会の第二部でホタルの紙芝居、「ゲンジボタルものがたり」を上演しました。 
ホタルは日本の昔から人々に親しまれてきた昆虫です。例えば、平安時代、清少納言の枕草子の「夏」や

紫式部の源氏物語 25 帖に蛍が登場しています。安土桃山時代の豊臣秀吉は「三の間の水は甘いか飛ぶ蛍」、

江戸時代の松尾芭蕉は「昼見れば首筋赤き蛍かな」と詠んでいます。 
 昔から歌われてきたわらべうたの「ほ、ほ、蛍こい、あっちの水はにがいぞ、、こっちの水はあまいぞ、

ほ、ほ、蛍こい」は今も歌い継がれています。 
 
    
  

第二部 紙芝居「ゲンジボタルものがたり」 

最初はこんな小さな（1.5 ミリの）

幼虫だったよ。大急ぎで水の中

に飛び込むんだ。 
 

きれいな流れの中で、えさ取り

だ。カワニナを溶かして食べる

んだ。チュウチュウ吸って食べ

るんだよ。 

こんばんは 

僕はゲンジボタルです。実際の

姿はこんなもの。拡大したらこ

んな姿をしています。今日は僕

の一生についてお話します。 
 

一年前はこんな卵だったんだ。 

たらこの一粒くらいの大きささ。

小川の苔の上で一ヶ月、育って

きたんだ。そろそろでようかな。 
 

お腹が一杯。育ってきたよ。え

えい、そとがわを脱いじゃえ。

脱皮して大きくなる（30 ミリ）ん

だ。蛹になるまで 6 回も脱皮す

るんだ。 
 

もりもり食べて冬になる。じっと

水の底で春を待つのさ。早く春

になあれ。 
 

春のサクラが咲くときがきたよ。

体がうずうず！ムズムズ。雨が

ふったら 上陸だ！この日を待

っていたんだ。 

水の暮らしと「さよなら」だ。光り

ながら仲間と陸を目指してやわ

らかい土の中にもぐるんだ。 

水辺のやわらかい土の中が新

しいすみかだよ。土でつくった

「つちまゆ」になるんだ。その中

で体を大きく変えるよ。「蛹」に

なるんだよ。これで 50 日もぐっ

ているんだ。 

サクラはすっかり葉桜になっ

て、ドクダミの花が咲き出した。

そろそろ 変身した姿を見せよ

うかな！ 

さあ、空を飛ぶぞ！ 僕は何で

光るんだか みんな分るかな？ 

そう、光でお喋りしてお嫁さんを

探すんだ。 

飛びながら四秒光るんだ。時に

は仲間と一斉に点滅して飛ん

で、メスに僕はここだよ！と知ら

せるんだ。そしたら、草の上で

待っているお嫁さんから「こん

ばんは！」って光で合図がある

んだ。そして結婚するんだ。 

ここでクイズだ。おしりが 2

節光るのがオス、メスのどっ

ちでしょう？ たくさん光っ

てメスを呼びたいのはどっち

かな？ 

答えはオスです。 

メスは水の中の苔の上に卵を

産むんだ。産む卵の数は 500

から 1,000コ。僕もお嫁さんも大

人になってから水だけ飲んで 1

週間過ぎると死んでしまうん

だ。  

大人になるまでに 水のなかで

トンボのヤゴに食べられたり 魚

に食べられたりする。汚い水の

中では生きられない。蛹になり

たいけど、コンクリートの壁では

できないね。 

大人になっても電灯の光が多

ければ、メスにも気がついて貰

えない。 

こんなこともあるよ。 

ぼくからのお願い 

・つれていかないでね。ここでし

か生きられないよ。 

・ライトはつけないでね。光の信

号が狂っちゃうよ。 

・道からはずれないで。土の中

にまだ、蛹がいるかも 

・静かにみてね。虫の声も聴け

るよ。 

・だんだん空が暗くなるの楽し

もう。    

※ この紙芝居は横浜自然観察の森の紙芝居や大場信義さんの研究を元に作りました。 
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 享保１３年（１７２８）６月７日、清国の商人により交趾（こうち）国「現在のベトナム」から、雌雄２頭のゾウが長崎

へ到着した。徳川８代将軍吉宗へ献上するためである。将軍が珍獣ゾウをぜひ見たいというので中国人に移入

を依頼したものという。吉宗はゾウを武器や武具として用いたかったといわれる。 

依頼してから２年後ようやくベトナムから長崎へゾウが到着、しばらくは唐人屋敷で飼育されていたがメス５歳

は病死してしまう。残されたオス７歳は約８ケ月間長崎で滞在飼育して、我が国の気候風土に慣らしたといわれ

る。翌年３月１３日、吉宗は江戸まで全１３００キロを徒歩で移動することを命じた。当時の造船技術では、ゾウを

搭載して江戸まで回送するような大船は建造できなかったのである。 

 

ウマやラクダと違ってゾウの足裏は扁平で、近い距

離の力仕事には向いているが超長距離の歩行にはか

なりの負担になっていたと思う。 

道中の諸藩は、領内を無事に通過するよう宿泊や

食べ物の用意等責任は重大である。そして、警護とし

て役人２０余名とゾウ使い２名と通訳に伴われて出立す

る。実に哀れで悲しいゾウである。 

 記録によると、長崎から小倉へ長崎街道、山陽道を

歩き大阪京都、中山道を名古屋へ。東海道箱根越え

をしてようやく江戸へ到着した。延７４日間、沿道の住

民達は驚きの連続であったと思われる。約３トンの巨体

のゾウは蔽うこともなく、1 日平均３～５里（１２キロから２０キロ）を自らの足で歩いて行った。万一事故でも起こし

たら責任重大、警護の人たちの苦労もおもいやられた。 

 京都へ４月２６日着。宮中では第１１４代中御門天皇と霊元上皇がご上覧、実に洛中は大変な騒ぎであったと

伝えられる。この時の様子を描いた、緒方探香筆の「象之絵巻物」が現存する。 

 浜名湖に架かる小橋は渡れないので、東海道を大きく迂回して浜名湖の北側を通過。急な本坂峠の登りで

はゾウが悲鳴をあげるような負担となったという。また、箱根越えも大変な難儀であったと伝わる。 

 

 江戸へ到着するまでに、幕府からは街道には縄

を張れ、道を清めよ、寺の鐘は鳴らすな、イヌやネ

コを繋ぐ等、ゾウが驚かないよう怪我をしないように

と幾つものお触れが出された。将軍よりも、住み暮

らす江戸町民の好奇心は次第に高まったものと思

われる。江戸市中を練り歩き、のち浜御殿（現浜離

宮）へ収容された。後日改めて、江戸城内で将軍

吉宗、他諸大名多数とともに大広間で見物したと

いわれる。 

 ゾウは有名な鳥獣人物戯画にも描かれ、また「和

名抄、９３５年」、「徒然草、１３３１年」にもゾウの記述

サロン小網代  長崎から江戸へ象が行く 
2022.09.06  祖父川精治 

象の足裏 

インド ジャイプール市内 



10 
 
がある。平安時代木造の普賢菩薩はゾウに跨っている。俵屋宗達筆、襖絵の白象図は有名。江戸時代以前か

ら昔の人々はゾウの存在を知っていたと思われる。身近な例では、お寺や神社の欄間や本柱等へ想像上の動

物として極色彩のゾウが刻まれていることがある。 

 江戸城下で飼育されていたが大食いで食費が嵩み、やがて中野村の富豪農家の源助へ預けられた。ゾウ小

屋を建てて飼育、大勢の人達が見物に押し寄せたと伝えられる。フンを「象洞」と名付けて丸薬としたが売れ行

き不振。その後、江戸名勝図絵に記載され現東京都中野区にある名刹の真言宗豊山派明王山宝仙寺へ葬ら

れた。時に、寛保２年「１７４２」１２月。惜しくも、その墓は先の大戦中に焼失してしまった。現在は、ゾウ小屋の跡

地へ東京都中野区が建てた標識看板がある。  

 現在、ゾウは我が国の３１施設に７５頭が飼育、最大飼育施設は千葉県市原市にある「市原ゾウの国」の１２頭

である。２０２１年５月１７日付の新聞報道によると、同園のゾウ２頭いずれも３５歳が原因不明で急死したとある。 
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2022.07.31（日）通信 No.32 印刷 10：00～（横須賀市立 市民活動サポートセンター） 
2022.08.07（日）森の歴史をもっと知る会 
2022.08.20（金）森の歴史をもっと知る会編集会議（リモート）  
2022.08.27（土）スタッフ研修「変形菌」 茨城県自然博物館 
2022.08.28（日）こあじろの森くらぶ第 7 回総会（リモート）  
2022.09.10（土）スタッフ会議（リモート） 
 

岡田尚子様  須田昭子様  久水健史様 
以上の皆さまにご寄付をいただきました。大切に使わせていただきます。 

 

 初めての試みとして、会員の皆さまに画像の提供をお願いしました、2023 年用こあじろの森くらぶオリジ

ナルカレンダーの画像選考会を行います。リモートで行いますので、お気軽にご参加ください。なお、応

募の締め切りは 10 月 10 日とさせていただきます。 
日 時 ：2022 年 10 月 16 日（日）13：00～15：00 
ご参加方法：こあじろの森くらぶホームページの会員専用ページから「カレンダー画像選考会」の

ボタンをクリックしてご参加ください。 

食欲の秋、スポーツの秋、読書の秋。 
小網代の秋は？ 森は？……わくわくしますね。森を歩く日がもう待ちきれません。 

月  日 ：2022 年 10 月 23（日）  荒天中止 
集  合 ：10 時 00 分三崎口駅前（14 時ころエノキテラスで解散） 
持ちもの：昼食、水筒、図鑑や双眼鏡、ルーペなどもあると楽しいかもしれません 
参加資格：こあじろの森くらぶ会員とそのご家族、ご友人 
・引き続きコロナウイルスへの対策はしっかりとお願いします。 
・スズメバチの活動も活発な季節です。黒い帽子・服装や匂いの強いシャンプーや香水などはお控えく

ださるようお願いします。 

小網代の森ＮＥＷＳ 

スタッフの活動 

ご寄付ありがとうございます 

2023 こあじろの森くらぶオリジナルカレンダー 掲載画像選考会 

第 32 回交流会  「初秋 森の風は若返りの妙薬……かな?!」 


